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　町では、３０歳以上の女性を対象として、「乳がん検診」を実施しています。
　『乳がん』は、３０歳代後半から増加しはじめ、女性の４０～６０歳代では、
乳がんが死亡原因のトップとなっています。生涯に乳がんを患う女性は、現在、
１１人に１人と言われ、身近な病気となりました。
　しかし、早期に発見し適切な治療を行えば、良好な経過が期待できると言
われています。
　そのためにも、ごく初期の乳がんを発見できると言われている、マンモグラ
フィ（乳房Ｘ線撮影）検診がとても大切です。
　自覚症状がない元気な方こそ、年に１度は「乳がん検診」を受けましょう！！

　国内において、現在認知症の人の数は 500 万人を超え、65 歳以上高齢者の約７人に
１人が認知症と見込まれています。小清水町でも全国と同様に、高齢化率の増加にともない認知症の人
の増加が見込まれます。
　認知症はだれもがなりうるものであり、家族や身近な人が認知症になることなどを含め、多くの人にとっ
て身近なものとなっています。
　小清水町では、認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し、
認知症の人や家族の視点を重視しながら、「共生」と「予防」を両輪として、住み慣れた地域の中で

尊厳が守られ、自分らしく暮らし続けることができる社会を目指します。

※「共生」とは、認知症の人が、尊厳と希望を持って認知症とともに生きる、また、認知症があっても
　なくても同じ社会でともに生きる、という意味です。
　「予防」とは、「認知症になるのを遅らせる」「認知症になっても進行を緩やかにする」という意味です。

令和３年７月２７日（火） ・ ７月２８日（水）
  ９：００～１０：４５　５０名
１２：４５～１４：００　４０名
※１日９０名定員で、２日間実施いたします。
※先着順のため、定員を超えた場合、ご希望に添えない事がございます。

３０歳以上の女性
（令和３年度中に３０歳以上になる方）
※小清水町に居住し、住民登録のある方
　
ふれあいセンター 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
１,１００円
※以下の方は検診料金が無料となります。
　　①令和３年度中に７０歳以上になる方（昭和２７年４月１日以前に生まれた方）
　　②生活保護受給者の方（本人の事前申告のみ）
　　③節目年齢の方（３５歳、４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳）
　　　　　　　　　　 
マンモグラフィ検診

令和３年６月３０日（水）まで　※定員になり次第締め切ります。

役場保健福祉課健康推進係　　　 　　　　　　　　☎ （６２） ４４８０（係直通）お問い合わせ先

認知症や在宅介護などの相談窓口

☎ ６２－４４７３

対 象 者

検診場所

検診料金

検診内容

申込締切

検診日程

◎役場　地域包括支援センター総合相談係　　
　　　　保健福祉課介護保険係 

最近、曜日の感覚が
わからなく
なってきた。

最近、会話が通じなくなってきた。薬の物忘れ
が目立ってきた。
困った。

認知症の事で困った
時は、何処に相談
すればいいのかな。

最近、徘徊するようになってきた。
心配です。

自宅で認知症の親を支えていき
たい。

地域包括支援センター
からのお知らせ


